
第 3 回伊方町健康交流施設亀ヶ池温泉再建検討委員会 議事録 

 

日時：令和 3年 10 月 28 日 15：00～ 

場所：伊方町本庁 3 階大会議室 

 

1.開会（事務局） 

定刻前ではございますが、本日、委員の皆さんおそろいでございますので、ただいまから第 3回

伊方町健康交流施設亀ヶ池温泉再建検討委員会を開催いたします。まず、委員長からご挨拶を申し

上げます。 

 

2.委員長あいさつ 

委員の皆様には、第 3回健康交流施設亀ヶ池温泉再建検討委員会、お忙しい中、出席を賜りまし

て、誠にありがとうございます。今回で 3 回目を迎えるわけでございますが、すでに第 2 回に、

「あの温もりをもう一度～亀ヶ池温泉～」という亀ヶ池温泉再建スローガンの決定をしていただき

ました。スローガンにつきましては、募金箱に合わせて掲出しております。ポスターに掲出すると

ともに、ホームページにも掲載するような形を考えておりますので、ご報告させていただきます。

焼失いたしました、本館の解体工事につきましては、また事務局から詳しい報告はございますが、

順調に進んでおります。また、第 2 回の時に仮営業につきましては、年度内を目途に開始を目指し、

ご確認をいただきました。その中で、プレハブ建物、それから渡り廊下、これは多額の経費を要す

ることが判明したため、取りやめをいたしまして、本設でも使用できる設備のみに限って、整備を

するような形にしております。また、ワーキンググループの設置についてご報告をいたしました。

若手職員を中心にワーキンググループにおいて、本設に係る提案のとりまとめをしております。今

日、その件につきまして、そのグループの代表の方から報告をさせていただくようになっておりま

す。いずれにいたしましても、町内外から望まれている、親しまれて参りました、この亀ヶ池温泉

再建に向かいまして、一丸となって取り組んで参りたいと思います。 
委員の皆様におかれましても、ご意見、それからそれに向かって一緒に力を合わせていただけると

幸いに思っております。簡単ではございますが、挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

 

3.議事 

（事務局）続きまして議事に移ります。議事につきましては、再建検討委員会設置要綱によりまし

て、これよりの進行は委員長よりお願いします。 

 

（議長）それでは早速ではございますが、議事に入らしていただきます。報告案件が 2件ございま

す。まず（1）でございますけれども、本館解体工事について事務局よりお願いいたします。 

 

（報告 1）本館解体工事について 

事務局）それでは、資料の 1ページお開きください。本館解体工事の第 2報として報告させていた

だきます。概要の工事名から内容につきましては、前回の報告から変更はございませんので省略さ

せていただきます。状況についてですが、以下の写真の通り、すべて解体工事を終えており、10 月

26 日現在で、進捗率は 100％となっております。なお、解体工事は終了となりますが、事務処理は

残っておりますので、現在進めております。事務局からは以上です。 

 

（議長）本館の解体工事の方につきまして、ご質問等ございますでしょうか。 

    ※質問等なし 

続きまして、報告案件の（2）でございます。寄付金等について事務局よりお願いいたし

ます。 



 

（報告 2）寄付金等について 

（事務局）続いて 2 ページをお開きください。こちら、10 月 25 日現在の寄付金等の状況となって

おります。前回の委員会で報告した資料では、10 月 4日現在で合計 84 件、約 310 万円

でございましたが、10 月 25 日時点では、本計 174 件、約 676 万円となっておりますの

で、ご報告をいたします。事務局からは以上です。 

 

（議長）ただいまの事務局からの報告に対しまして、ご質問等ございますでしょうか。 
    ※質問等なし 

それでは、続きまして議題の方に移らさしていただきます。まず（1）の仮営業につきま

して、事務局より、お願いいたします。 

 

（議題 1）仮営業について 

（事務局）それでは次に 3ページをお開きください。仮営業についてご説明いたします。本年度内

の仮営業を目指し、現在、温浴棟復旧工事設計業務を行っております。業務名は、亀ヶ

池温泉火災後から委託しております、亀ヶ池温泉再整備に係る調査及び基本構想支援業

務に変更契約で温浴棟復旧工事、設計業務を追加しております。目的は、亀ヶ池温泉の

仮営業を早期に実施するため、温浴棟の復旧に係る工事の設計を委託するものでありま

す。業務内容につきましては、焼失部分、内装及び設備復旧、配管ピット新設、温浴棟

電気設備更新に係る設計としております。履行期限につきましては、既存の調査支援業

務を 12 月 24 日までとしておりますが、本設計業務については、11 月 11 日までに業務

報告を行っていただくこととしております。請負業者は、株式会社大建設計工務、請負

金額は 418 万円としております。温浴棟の復旧範囲については、次に図で示しておりま

すので、次のページをお開きください。ご覧いただきますように、左下の赤い部分が配

管ピットの新設位置（案）としております。次に、黄緑色の部分が内装復旧範囲として

おりまして、その上段の水色の部分が電気設備の更新範囲としております。なお、×印

を 2箇所打っておりますけども、当初委員長から申し上げました通り、仮設棟と渡り廊

下の仮設工事には高額な経費を要することが判明いたしましたので、取りやめることと

いたしました。そのため、仮営業時は、温浴棟を入ったすぐのリネン庫前にて、出入口

及び受け付けの設置を現在検討しております。また、温浴棟入口までの動線でございま

すが、当初は駐車場から一旦道路へ出ていただくと、前回の委員会でご説明をいたしま

したが、本設の工事に支障がないようであれば、フェンス等を設置した上で、配管ピッ

トの新設位置（案）のところを通ることも可能とのことですので、今後の工事も視野に

入れて動線を検討していきたいと考えております。また、前回の委員会で委員さんから

ご意見が出ました、歩行湯につきましては、現在調査を行っておりますので、お知らせ

をしておきます。すべて設計業務完了後、工事の発注手続きを行う予定としております。

最後に、こちらも前回の委員会でご説明をいたしましたが、浄化槽について報告させて

いただきます。こちら、9月末に仮電源工事を行いまして、電源復旧後に浄化槽の復旧

作業にあたりました。先日、保守管理業者のほうから、浄化槽自体は回復したという報

告をいただきましたが、長期間の停止によりまして、槽内を撹拌するための送風機、そ

れを吸い上げる吸引ポンプの寿命が近づいており、機器取替が必要とのご報告を受けて

おります。これを受けまして、復旧工事と同時に取替作業を進めていく予定としており

ます。事務局からは以上です。 

 

（議長）ただいまのこの説明につきまして、質疑等ございますでしょうか。 

※質問等なし 

それでは、仮営業につきましては、先ほどの図面で説明を差し上げた通り、という形でこ



の委員会で確認をしたというようなことにさしていただきたいと思います。よろしくお願

いをいたします。続きまして、本設提案について、議題の（2）でございます。本設提案

について、ワーキンググループより、説明をお願いします。 

 

（議題 2）本設提案について 

（ワーキンググループ）それでは、亀ヶ池温泉再建に向けた施設提案ということで、再検討委員会

ワーキンググループからご提案させていただきます。スライドは全部で 18

ページありまして、大体 15 分程度で説明できたらと思います。突然の火

災ということで、奇しくも火災の発生した 8 月 19 日はちょうど 14 年前の

平成 19 年に施設がオープンした日だったようです。突然の出来事に、利

用者・関係者の方々には様々な感情が襲ってきたことと思いますが、早々

に早期の再建が打ち出されまして、とりあえず心を落ち着かせることがで

きたのではないかと思います。当ワーキンググループでは、再建に向け、

意識の共有を目的としたスローガンの必要性について訴えまして、前回の

検討委員会では議題として挙げていただきました。結果、「あの温もりを

もう一度～亀ヶ池温泉～」というスローガンできました。資料はスローガ

ンに込めた思いといいますか、ワーキンググループなりの解釈でございま

す。亀ヶ池温泉は、お湯とまごころ、身体だけでなく、心も温まる施設で

す。このスローガンには、その温もりをもう一度感じてもらいたいという

純粋な思いがあるわけですけども、施設提案に当たりましては、その温も

りを来館者だけでなく、スタッフや関係企業、そして行政も感じられるよ

うな、施設にしなくてはならないという、一種の使命感というものが感じ

られるスローガンだと思いました。では、どのような施設を目指したらよ

いのか、まず現状分析と将来予測です。この表が平成 30 年と、コロナ禍

の令和 2 年度の収支、それから来館者数になります。30 年度は若干の黒字

も、2 年度には 1,000 万強の赤字になりました。指定管理料を含めると赤

字額は 2,300 万円に膨らんでいます。この影響はコロナによるところと言

い切っていいと思いますが、今後コロナが終息したとして、30 年度程度の

規模に回復するでしょうか。回復したとして、従来のままではそれを維持

または向上させることは難しいのではないかなと考えます。これが難しい

問題であることがメイン客層からも分かります。右側の円グラフは、来館

者の各種割合となっています。この表からメイン客層は県内の 60 代以上

であることが分かります。そして下段の折れ線グラフは、愛媛県の将来推

計人口を含む人口推移です。これは令和 27 年までの間に 33 万人減少する

とされております。つまりメイン客層自体も、同じ割合でやってくるとい

うことです。たとえ来館者数が 30 年度程度までに回復し、コロナの影響

がないとしても、この傾向からいずれは 2 年度の数字に近づいていくとい

うということになると思います。つまり、単純な再建では、これからの人

口減少社会の中では戦っていけないということです。であるならば、一つ

の目安として、令和 2 年度の来館者数の 10 万人程度でも独立採算でやっ

ていけるような、収益構造の見直しを考えなければならないということで

す。次に先ほどの考察を踏まえまして、戦略立案によく使われる、クロス

ＳＷＯＴ分析を行いました。詳細の説明はここではございませんが、簡単

に言いますと、様々な戦略テーマの中から選択すべき戦略というのを明確

にしていくというものでございます。ここでは、海山の恵みを活かす観光

振興と、自然エネルギーの活用という二つの戦略の実行がポイントである

と考えました。分析結果を踏まえまして基本コンセプトを提案します。小



さな町の SDGs、自然と温泉のエネルギー循環を活かした拠点づくりです。

最近ニュース等でよく耳にする機会が増えた SDGs というのは、持続可能

な開発目標のことでございまして、国際社会共通の目標となっております。

今様々な企業で SDGs の取り組みが行われておりまして、企業イメージの

向上、社会課題への対応、製造戦略など、企業側には積極的な取り組みに

よるメリットを得ています。先ほどの分析結果のような地域資源や自然エ

ネルギーなどを亀ヶ池温泉流の SDGs として結びつけて、例えば資源の域

内循環であるとか、資源の有効活用により新たな雇用を生むとか、自然エ

ネルギーによる CO²の削減効果を得るなど、社会的な利益を追求する姿勢

を示すことで、評価及び、選ばれる施設になっていくという成長のイメー

ジをコンセプトに進めました。次はターゲットの話です。県内 60 代以上

という、既存のコア層ですね、そのコア層は先にも触れました通り、対象

者自体が減少していくという中ではありますが、これまで支えていただい

た大切な顧客でありまして、また亀ヶ池温泉は健康と福祉の増進を図る施

設であるという一面もあります。従ってターゲットから外すことはできな

いと考えます。ただこのままでは、いくら施設に工夫を凝らしても将来に

不安が残ります。コンセプトのところで選ばれる施設を目指すと言いまし

たが、重要なのは、どの層に選ばれるかというところです。では、どんな

層があるのかということで、当施設で考えられる対象を三つに分類しまし

た。まず、中段左側、日常的な利用のある地元客、そして真ん中、旅行に

行きたいけどあまりお金をかけたくないという近距離圏の観光客、それか

ら右側、価値のあるものには支出を惜しまない質の追求する観光客の三つ

です。左側の客層ほど、健康福祉の意識が高く、右側ほど消費活動が活発

であるという特徴があると思います。ちなみに従来の施設では、若干、近

場観光客までが対象だったのかなと感じています。当然ながら狙う対象に

よって必要な施設構成というのは変わってきます。次は、ターゲットに合

わせた施設構成の話です。右上の凡例にもあります通り、茶色が再建、黒

がそのままというようになっています。これまでのコア層が、まず対象と

なるわけですから、施設構成としては以前とほぼ同じようになります。た

だし収益性が低かった施術室はそこまでのものは必要ないのではないかと

考えています。既存の簡易宿泊施設は、オープン以来、非常に高い稼働率

で推移していますが、その安さが魅力でありまして、本質を追求する観光

客にとってはターゲットになりえないと考えます。ここを狙うのであれば、

やはりそれなりの宿泊設備を備えた宿泊施設というものを、地産地消だっ

たレストランとの組み合わせによる組み合わせが必要であると考えます。

それから、カッコ書きで福祉風呂と書いてありますが、質を追求する追求

型観光客をターゲットにした場合に、家族風呂までは要らないのかなとい

うところで考えているのですが、それでも福祉風呂というのは必要なので

はないかなというところでカッコ書きにしております。また中段の温浴施

設のところですけども、基本的にはそのままでありますが、先ほど事務局

の方から説明もありました通り、以前の検討会であった歩行湯の新設につ

いてはスペースや構造面で課題があるため、現在設計業者に確認中という

ことでございます。あとレストランと売店については、いずれのケースで

あっても再建は必要と考えますが、ターゲットに合わせた内容の充実化と

いうものが求められます。以上まとめますと、地元客・近場観光客までで

あれば、ほぼ従来通りの施設構成で、追求型観光客をターゲットにするの

であれば、それなりの宿泊施設が必要ということになると思います。これ



まではターゲット客層のカテゴライズにより、施設構成を見てきましたが、

今度は収支面が再建の鍵を探ってみました。資料は大きな赤字決算となり

まして令和 2 年度の収入支出の内訳を円グラフにしたものです。収入面で

は、10 万人での採算というのを考えたときに、当然ながら入浴料の伸びと

いうのは期待できませんので、やはり収入の 10％に満たないこの宿泊費の

増収というのが鍵になります。次に支出面ですが、全体の約 3 分の 1 を占

める燃料、光熱水道費というのが経費として非常に大きなものとなってお

ります。その中でも施設の電気代とボイラーの灯油代、この青枠内の 7 割

を占める、全体としては、約 23％と非常に大きな割合を示しておりまして、

支出面では、この二つの経費の削減が鍵となります。ややデータの話が長

かったのですが、ここからが具体的な提案になります。まず一つ目として、

再建の鍵の一つ、宿泊施設による増収提案です。宿泊施設が鍵であること

は強く訴えたいのですが、どのような宿泊施設にするべきかにつきまして

は、総合的な判断も必要になることから、ワーキンググループとしまして

は、一つに絞らず、三つのプランというのを提案したいと思います。プラ

ン A ですけども、これは既存強化型としまして、既存程度の宿泊施設の増

床ということで、低価格の素泊まり宿。収益性というのは低いですが、目

標稼働率 80％と、回転率で勝負するというものです。B は飛ばしまして、

次にプラン C ですが、追求型観光客を対象とした美味しい魚料理と癒しの

空間、内風呂付という提案です。この提案としては最高グレードの宿泊施

設です。目標稼働率は 50％。最後のプラン B ですけども、プラン A と C の

組み合わせ。A は A プラスとしておりますけども、宿泊施設としてのグレ

ードは、A 以上としまして、内風呂付を最高グレードとした選択性のある

プランとなっております。内容はプラン C に近いため、目標稼働率は 50％

としております。ベースには、既存の宿泊施設がありまして、これとの組

み合わせにより増収を図るということです。ここからは各プランの詳細に

ついて説明します。まずプラン A、既存程度の簡易宿泊施設です。ベース

となる既存の簡易宿泊施設についても同じなのですが、まずは、2 名の利

用時に破格の料金となる現行の価格設定を見直します。1 名一室利用時、

5500 円。2 名で一室利用時の場合は、1 人 4000 円とします。この料金設定

で 6 部屋を整備しまして、1 名利用と 2 名利用の割合を仮に、1：2 として、

部屋数に稼働率をおきますと、年間で 1170 万円の増収。ただ、原価率を

考慮しておりませんので、純粋な増益額ではありません。このプランのい

いところは、従来の高稼働率が期待できるという点でございまして、下段

に稼働率を記載しておりますが、令和 2 年こそ 7 割ぐらいですが、コロナ

前は 9 割前後の高い稼働率で推移しておりました。県内の全体の数字と比

べても非常に高いことがわかります。また、この真ん中の写真ですけども、

例えば軒を若干張り出すことでツーリングコテージとしてサイクリストや

バイカーの取り込みを狙うのもありだと思います。１泊２食付き 11,000

円で風呂なしの部屋を４部屋、１泊２食付き 15,000 円で内風呂付を２部

屋整備するというものです。どちらかというと質追求型観光客が対象とな

るのでは、とのことで目標稼働率は 50%とすると、増収額は 2,516 万円に

なります。夕食は 3,000 円、朝食は 1,000 円で設定すると、部屋代は 1 泊

7,000 円、部屋のグレードはプランＡよりはやや高めにします。加えて内

風呂付はさらにグレードを上げ部屋代としては 1 泊 11,000 円、２食付き

で 15,000 円とハイエンドな客室としています。最後にプランＣ、おいし

い魚料理と癒しの空間、全室内風呂付です。全ての客室をさきほどのプラ



ンＢの内風呂付タイプとし、１泊２食付き 15,000 円の客室を６部屋整備。

目標稼働率は 50%で、増収額は 3,060 万円です。イメージとして、左下に

四万十の宿、右下に大和屋本店の写真をのせています。料金的にもこのあ

たりと同程度の質が求められる、ということになるのかなと。大幅な増収

が期待できますが、下にも記載しておりますとおり、料理や接客サービス、

プロモーション、類似施設との差別化が課題と思われます。以上の３つの

プランを一覧にしました。プランＢの内容がプランＡよりはＣよりとなっ

ているため、増収見込額もＣに近いです。単純に増収見込額だけを見ると

プランＣが魅力的ですが、先にもふれましたとおり、実際のところ最も課

題の多いプランではないかと考えています。枠外に記載しておりますとお

り、増収額には経費が含まれておりますので、選考にあたっては増益額の

評価が重要になってきますが、ワーキンググループではなかなかそこまで

の試算が困難であったため、今後はプロポーザル等により増益額の評価と

ともに建設コストを含めた総合的な判断が必要になろうかと思います。次

に提案の２つ目として、収益力向上策を提案します。施設提案というより

は、運用の部分です。まず、レストランについて、質を求める観光客はも

ちろんのこと、近場からの観光客に対しても、食事の魅力は大事なポイン

トです。特にアジやサバ、しらす等の地元食材へのこだわりはしっかりと

アピールし、高付加価値化を図ることが大切です。また、収益でいえばレ

ストラン運営を委託から直営に切り替えることで、増収が期待できます。

次に、売店について、これまでの販売データから実は野菜等を取り扱う地

元商店が、出荷者別売上ランキングで常に上位にいたという実績がありま

す。要するに地元客がスーパー感覚で利用していた、ということです。そ

うであるならば精肉販売はおもしろいと思います。精肉販売は次にも出て

きますが、隣接する農村公園でのキャンプ客の需要も期待できますので、

是非やってほしいなと思います。その他、地元ならではのお土産品という

ことで、例えば柑橘の発送対応や、宿泊客向けにクラフトビールの販売な

ど、販売内容の充実化を提案します。次にキャンプ場との連動です。まず

もってキャンプの推進です。キャンプと温泉は相性抜群で、楽天インサイ

トが実施したキャンプに関する調査によると、キャンプでの不安や心配ご

とで「シャワーやお風呂に入れなさそう」が全体の約 5 割という結果が出

ています。温泉が隣接するという立地は非常に条件がよく、全国的なキャ

ンプブームもあり、キャンプ客が増えれば、温泉利用客も増えるという好

循環が期待できます。加えて、さきほどと重複しますが、レストラン、売

店のサービス内容の充実化です。食材のケータリングサービスやキャンプ

消耗品の販売を行うことで、キャンプ道具は持参、食料・消耗品は現地調

達という初心者以上、中級者未満のキャンプ客を取り込みます。また、キ

ャンプつながりでキャンピングカー専用区画の整備も集客につながると思

います。既存駐車スペースに５台程度、必要な設備としてとりあえずは電

源施設だけいいと思います。キャンピングカーについては、愛媛県も道の

駅を活用した「キャンピングカーランド四国」を推進していますし、情報

発信の手段として「ＲＶパーク」の開設や、すでに登録しているとのこと

ですが、「くるま旅ＣＬＵＢ」等を活用したＰＲも効果的です。提案とし

ては最後になります、３つ目の支出改善です。再建の鍵のところでも触れ

ましたが、令和２年度の支出を見ると、支出総額に対して燃料費、光熱水

道費の割合が高く、灯油代と電気代に限っては全体の約 23%を占めます。

ここでの提案は、この灯油代と電気代を削減する、というものです。具体



的には、灯油代については、薪を燃料としたバイオマスガス化燃焼ボイラ

ー、電気代については太陽光発電＋蓄電池の導入により、設備の省エネ化

とあわせて年間で 1,000 万円の削減を図る、というものです。いずれの案

につきましても、燃料である薪の調達であったり、太陽光パネルの設置可

能面積がどの程度になるのか等、課題もありますが、自然エネルギーの活

用、カーボンニュートラルに取り組むことは、コンセプトである「小さな

まちのＳＤＧｓ」の取り組みにもなりますので、支出改善以上の効果が期

待できる提案であると考えます。提案としては以上になります。最後に本

提案についてまとめますと、一つ目として「小さなまちのＳＧＤｓ」をコ

ンセプトに、人口減少社会においても「選ばれる施設」を目指す、という

前提の部分です。二つ目に、公共施設として健康・福祉に重点を置く従来

のコア層をベースとし、ターゲットに応じた施設構成とする、ここではタ

ーゲットのカテゴライズを行いました。三つ目からは具体的な提案で、提

案①として宿泊施設の増床、ターゲットに応じて３つのプランを提案しま

した。いずれのプランにおいても、ベースとなる既存の簡易宿泊施設の料

金改定を行う必要がある、というお話をさせていただきました。提案②と

して、収益力向上策を提案しました。具体的にはレストランの直営、ター

ゲットを意識した売店内容の充実化、キャンプ場との連動等です。提案③

として、薪ボイラー、太陽光発電の導入による支出改善を提案しました。

最後、課題のところですが、収益の柱として期待される宿泊施設の増床案、

中でも増収見込が特に大きいプランＢ、Ｃについては、指定管理者の高い

経営スキルというものが施設整備とあわせて必要になる、という話です。

以上、本提案はハード部分のみならず、ソフト部分にも踏み込んだものと

なっております。特に宿泊施設はハードとソフトがセットとなっているも

のもあり、施設の再建だけでは目標を達成することはできません。今後、

本提案に対するご意見等をふまえ施設設計に進んでいくことになろうかと

思われますが、施設設計の際は、再建された施設と、その運営をセットに、

実現可能なところへの落とし込みが必要であると考えます。 

 

（議長）役場の若手職員によって構成しております、ワーキンググループからの提案の説明をさせ

ていただきました。本件に対して質疑等ございますでしょうか。委員Ａさん何かございま

すか。 

 

（委員Ａ）今の提案を聞いて、よくまとめていただいとるなというのが率直な意見です。一つ、今

更と思われるかもしれないのですが、先ほどの宿泊とか、いろんな具体的な料金とか、

施設の提案が出てきたのですが、それはここで決定してもいいことなのですか。例えば

Aとか Bとか Cとかってプランがあったと思うのですが、そういうのを例えばここで、

この席で、例えば、Aがいいのではないかとか Bがいいのではないかというような。 
 

（議長）すいません。ちょっとそれは、なかなか専門家じゃないと、難しいと思っておりますので、

そういったところについてはプロポーザルを行いたいというふうに考えております。です

からこの委員会でご確認をしていただくのは施設構成と施設の概要、そういったところに

ついてお願いをできればというふうに考えております。そういってもなかなかイメージは

わからないと思います。スライドを用意しておりますので、スライドの方を見ていただい

て。 
 

（事務局）このワーキンググループで当初、グループ内、いろんな意見を持ち寄ったのですけども、



その中の一つの提案でございまして、ざくっと図面上にこういう施設構成がいいな、休

憩所があったらいいなとかそういったぐらいのイメージで、次回の検討委員会でご紹介

させていただければなと考えております。施設の広さであったり設備であったり、そう

いったところはですね専門家のプロポーザルであったり、設計業者の方であったり、そ

ういったところで詰めていこうと考えておりますので、この検討委員会では、こういう

構成を検討しておりますというようなところまでを、内容検討していただいたらなと考

えております。 
 

（議長）なかなかこのような提案は、今回は間に合わなかったので、若手職員によるワーキンググ

ループで、こういったイメージのものをというのをまとめて、次回検討委員会で提出をさ

せていただこうというふうに考えています。なかなか委員さんもどこまで決定したらいい

のかというのはあると思います。ですから先ほど言いましたように、施設構成それから施

設概要、こういったイメージのものを、確認をしていただいて、それでプロポーザル、設

計というようなところで、そういった専門の事業者に出していただきたいと考えておりま

す。 

 

（委員Ａ）先ほどの提案の中に、例えば、水道光熱費などの燃料が、かなり支出のパーセンテージ

を占めているということで、薪ですかね、薪を使ったとかあとは太陽光、それらは取り

入れてもらったらと思います。私もちょっと先程見させていただいた、「佐田岬はなは

な」ですかね、あそこはかなりのそういった地熱とかその辺も含めた、多分、自然エネ

ルギー活用したと思うのですが、その辺のデータっていうのは多分もうある程度出たの

じゃないかと思うので、その辺りを参考にしながら、できるだけ経費を安く抑えられる

形をとっていただいたらと思います。それと、歩行湯の件なのですが、前回の検討委員

会で、町民の方から「こういうのがあったらいいのにな」という声があったので、提案

させていただいたのですが、そのあとの検討委員会の後に、先生方とか、他の方と話し

合ったら、あまり需要がないと言ったら失礼ですが、利用する方が限られているという

声も聞きましたので、それによってかなりの費用がかかるのであれば取り止めて、あと

はサウナとか、その辺の施設に関してはかなり今、人気がありますよと、需要がありま

すよという声を聞いているので、そういったものに少しでも力を入れて、できればそう

いった人気のある集客ができるっていう施設であれば、そっちの方にお金を少しでも入

れていただいたなという思いです。 

 

（議長）事務局、何かありますか。 

 

（事務局）一応、歩行湯の検討はしておりますけども、事業費等を見てからということになると思

います。このサウナについても検討はしていきたいなとは思います。 
 

（議長）他いかがですか。 

 

（委員Ｂ）詳細に渡り、よくわかるようにしてもらってありがとうございます。私が一番気になる

のはやはり経費節減で、電気代等です。先ほども言いましたようなバイオマスや太陽光

発電、この辺に重点を置いてもらって、特にまた近辺に必要なことであれば、二見小学

校のグラウンド、運動場等も、現在はほとんど放置しております。そういうものを利用、

それと体育館の屋上とか、入れましたらかなりの広さになります。それともろもろの宅

地はないのですが、農地なども安く手に入れば、その辺も太陽光を十分できるとは思っ

ておりますので、ぜひ、こういう改善策をしていただきたい。電気代の減少、今は石油

関係が、世界的に需要が高まってガソリン代も上がる一方、今予想している以上に、ま



だかなり電気代が必要だと思っております。そういうことで、太陽光発電、バイオマス、

ぜひ考えていただきたいと思います。 

 

（議長）他になにかありませんか。 

 

（委員Ｃ）この提案書すごくよくできていると思います。平成 19 年のオープンからもう 14 年経過

しておりますので、経営環境も大分変わってきております。この要望書の中にあります

通り、近隣地域では、少子高齢化が進んでおりまして、地域密着型の施設としては、地

元のお客様メインによる入込みは、私たちも限界を感じておりました。これから衰退し

ていく状況にある中で、地元や、近県地域外からの幅広い地域のお客様を呼ぶことが大

切だと考えております。私、運営側としては、伊方町の魅力を自信持って、アピールで

きなかったことが、集客を伸ばせていない原因ではないかと反省しております。ここに

まとめて書いてありますように、非常にこの提案ですが、指定管理者の高いスキルが必

要となるっていうのは、本当に今の私ではなかなか、もっともっと勉強していかないと、

なかなかこのプランは、ちゃんとできないかなって思いました。 
 

（議長）どうもありがとうございました。その他よろしいでしょうか。 

 
（総務課長）先程、委員Ｃさんが申したように、伊方町の職員が作成したものでございますけれど

も、非常にまとめが素晴らしくて驚いております。今後、プロポーザルなり、業者の

進め方など、ここの検討についても、これらを参考していきたいと思いました。あと

例えば、バイオマスガス化ボイラーですか、そこについても、愛媛県内の様々なとこ

ろで運用されている例もありますし、その辺りも参考にされて、薪の調達が課題と思

いますが、その辺りも県内で運用されている施設を参考にされて、ぜひ、導入されれ

ばいいかなと感じました。あと、例えばですけど、泊まりプランにしましても、高額

なものから、現在の料金の設定もございますが、例えば最初の 1年間は、町が 1000

円とか補助金を出して、サービスするといいますか、プランを作ってあげて、最初の

1年は発行業務、そういうふうなやり方がいいのではないかと思いました。 
 

（議長）その他ございますか。 

 

（総合政策課長）先程、ワーキンググループのご提案ということで、施設を再建するといっても、

いろんなやり方があると思います。そこで、今回提案いただいたのは、整備をす

る上で、収支の改善をいかに図っていくかっていうところも重要になってくると

思います。というところで先ほど収益のところがメインだったかと思います。も

ちろん再エネ、省エネっていうっていうところもありますけれども、収支の構造

について、ある程度メスが入ったような、示唆を受けたというふうに私は思って

おります。そういったところも含めましてですね、施設のグレードももちろん大

事ですけれども、一方で、収支の構造っていうところも必要になってくると思い

ますので、そういったところも検討であるとか、プロポーザルでも健全化してい

きたいというふうに思っております。 

 

（議長）何かございませんか。そしたら、アドバイザーの方お願いします。 

 

（アドバイザー）資料を読ませていただいて、まだこの中でよく使われる SWOT 分析を使われたって

いうのは、やはり最高ではないかと思います。これを一般的に、今の亀ヶ池温泉

の持っている強みはなんだと。それから、弱みはなんだということを、客観的に



粗読みして、今の時期、例えばゼロカーボンだとか SNS の普及だとか、着地型旅

行の需要が拡大しているというチャンスをいかにとらえていくのかという、その

プロセスに合わせて、最終的には海山の恵みを生かす観光振興、それから自然エ

ネルギーの活用というふうに行き着いたという、このあたりが一つの、大きなポ

イントじゃないかなというふうに思っております。その意味では非常に戦略立案

の手法としては非常にいいかなと思います。今度それプラスできうれば、STP 分

析がございまして、もう少しセグメントをやる、セグメントの Sですね、T、ター

ゲッティングの T。それからポジショニングの P でその強み、これをもう少し磨

く手法は何かっていう、この次のステップ出てくると思いますけども、いずれに

しても、素晴らしい分析を使われたと思います。それからターゲット層としては

地元の客や近場の観光客、7ページなのですが、質追求型観光、この辺りは確か

にこの通りということでございます。これ実際、営業を始めると、プロモーショ

ンということになりますと最近は昔であれば、テレビだとか雑誌とかでプロモー

ションするのですが、最近はインターネットでやりますので、インターネットす

るときに、例えば宿泊客だと、OTA、オンライントラベルエージェント使いますの

で、そうすると、近場だけじゃなくても全世界に情報が流れていくという形にな

りますので、どちらかというと、やはり質追求型の観光客で、お客様が来るので

はないかなというふうには思っております。それからいろいろ細かいことなので

すが、一つだけ。12 ページをお願いします。例えばＢプランの中で、1 泊 2食付

きで 1人 1万 2,000 円、1泊 2食付きで 1万 5,000 円ございますけれども、この

差っていうのは、例えば 1 万 5,000 円だと露天風呂付の２部屋、それから 1泊 2

食 1万 1,000 円だとの風呂無しの部屋っていうのではなくて、やはりその内風呂

というか露天風呂でなくても、やっぱりその風呂くらいはあった方がいいのでは

ないかなというような、ちょっとホテルを経営した経験上、やはり確かに温泉は

備えておりますけれども、時間帯がどうしても真夜中は入れないとか時間が限ら

れるということと、どうしてもその温泉に入れない方もおられますので、やはり

内風呂を備えた方がいいんじゃないかなというふうに思った次第でございます。

それからプラン Cについては、当然これ、目指すべきターゲットなのですが、む

しろ、接客サービスっていう面ではそのプラン C に、このレベルの接客サービス

を目指して、やはり従業員の教育だとか、いうことであれば、もっと質の高い、

良い接客ができて稼働率が上がるのではないかなというふうに思った次第でござ

います。いずれにしましても、素晴らしいまとめ方で、一定の一つの方向性が、

得られたのかなというふうに思いましてありがとうございました。 

 

（議長）はい、ありがとうございました。今の風呂付というのは、これも水道水とか水を使ったも

のとかいうようなイメージ。 
 

（アドバイザー）私の知る限りでは、例えば客室の中に温泉を引く場合ですけれども、かなり豊富

に温泉水が湧いて出ているところ以外は大体水道水でやっておられる、その理由

としてはやはりその個室に温泉を入れますと、1 日 2、3 回そのたびごとに温泉水

を入れ替えるとかですね。非常に温泉水のムダ遣いということが一つの理由とも

う一つは、やはり水道の機器が、温泉水が傷みやすいと。メンテ費用コストがか

かるということもございまして、どちらかというと水道水で賄っていると、温泉

に入りたい方は大浴場へどうぞというケースが普通のところでございます。亀ヶ

池温泉についてもそんなにふんだんに温泉水が湧いて出るわけがございませんの

で、そのあたりはお客さんの十分ご理解の上ですね、来られるのではないかと思

います。例えば道後温泉辺りで、お部屋に温泉を引いている場合がございますけ



れども、その場合は大体 1 人 2万から 5万、１泊２食でそれぐらいのお値段は取

っている、でなきゃ合わないというところもあろうかと思います。 
 

（議長）分かりました。温泉水だったら、先ほど言われていた機器の痛みだとか考えられるのかな

ということで実態の方をお聞かせいただきましてありがとうございました。その他ござい

ますか。よろしいですか。それでは続きまして議題の 3、今後の取組みについて、事務局

より説明をお願いします。 

 

（議題 3）今後の取組みについて 

（事務局）資料 5 ページをお開きください。すいません。ページがわかりづらい方は、ワーキング

グループの資料の次に、５ページを挟んでおります、こちらですね、本設の本館本設に

おける今後の取り組みについてご説明をいたします。次回検討委員会におきまして、先

ほどお見せしたスライドのようなイメージで施設構成や概要について検討をしていただ

く予定としております。その結果をもちまして、本設の設計予算を計上、そのあと公募

型プロポーザル募集を開始。この後、審査を経て、設計業者を決定する予定としており

ます。簡単ではございますが、説明については終わります。 
 

（議長）今後の取り組みについてその概要を説明させていただきました。質疑等ございますでしょ

うか。これは本設についてのあれやったですけれども、仮営業に向けた、今後の取り組み

については、どのように考えておりますか。 
 

（事務局）私の方から説明させていただきます。仮営業につきましては今復旧工事の設計業務に入

っております。業務完了後、直ちに工事の発注処理をいたしまして、前回と同様に年度

内の仮営業を目標に取り掛かるということにしております。 
 

（議長）ただいま仮営業についての今後の取組予定を説明させていただきましたけれども、それも

含めて、質疑等ございますでしょうか。よろしいですか。それでは、今後の取り組みにつ

いては、今説明をさせていただいたように取組をしていきたいと思っております。先ほど

ワーキンググループの案として、説明をした。それを踏まえて、施設構成、施設概要の検

討を行うために。また、11 月に検討委員会を開催させていただいたらというふうに思って

おります。それを受けまして、設計それから公募型プロポーザル。そういったところで、

専門の事業者による、機能であるとか工事、そういったものをご提案いただこうと思って

おりますので、よろしくお願いをいたします。それでは続きまして議題の 4。愛媛大学に

よる施設再建支援の取組について事務局よりお願いをいたします。 
 
（議題 4）愛媛大学による施設再建支援の取組について 
（事務局）愛媛大学が、愛媛大学地域協働センター南予調査研究支援事業の補助金を活用され、

「よみがえれ！亀ケ池温泉-連携拠点温泉施設再建支援の取組-」と題しまして事業の方

を企画されております。事業内容につきましては、町内外の主要施設、例えば役場であ

りますとか、佐田岬はなはな、八幡浜市さんの方でも検討をされているようですが、そ

ちらにおいて、亀ケ池温泉に関する写真パネルの巡回展示をはじめ、三崎高校の生徒と

愛媛大学の学生で考える再建ミーティング、その他にダンスイベントなんかも検討して

いただいております。亀ケ池温泉の再建に関する事業でございましたので、この場をお

借りして説明させていただきました。 
 

（議長）はい。愛媛大学からのご提案をいただいております。ただいま説明に対しまして質疑等ご

ざいますでしょうか。 



※質問等なし 

それでは続きまして、議題の 5、視察について説明をお願いいたします。 
 

（議題 5）視察について 

（事務局）それでは資料の６ページ、最後のページをお開きください。視察について説明をいたし

ます。目的ですけれども、亀ケ池温泉のより良い再建を目指すため、関連施設の視察を

行うこととしております。視察先については、ワーキンググループの中でもありました

高知県四万十市にございます、四万十の宿さんと、西予市城川町にあります公設民営施

設クアテルメ宝泉坊とする予定でございます。参加メンバーは、当委員会の委員長、下

野委員、上野委員、兵頭委員、清水委員、東矢アドバイザー、ワーキンググループメン

バーを予定しております。また、日程については、承認後ですね、調整をさせていただ

きまして、また、施設の状況を見ながら決定する予定としております。 

 

（議長）議題の 5、視察につきまして、質疑等ございますでしょうか。今後それでは事務局より日

程の調整をさしていただくこととなると思います。東矢アドバイザー含め、またその時に

はよろしくお願いをいたします。ご参加の方もよろしくお願いをしたらと思っております。

それでは、議題の 6、その他でございますけれども、事務局からございますか。それでは

次回の検討委員会の日程につきましては、11 月、早い段階で調整をさせていただくという

ようなことに、事務局の方考えているようでございますので、よろしくお願いをいたしま

す。それでは全体を通してですね、折角の機会でございますので、何かございますか。よ

ろしいですか。それでは以上をもちまして、第 3回、亀ヶ池温泉再建検討委員会を終了さ

せていただきます。ご苦労さまでございました。 


